[bookmark: _GoBack]※本発表は2021 年12月9日に発表した英語版プレスリリースの抄訳です。
...................................................................................
SWIFT、ISO 20022移行の一環として、国際送金の
電文インフロー変換のテスト環境を提供開始
...................................................................................
· ユーザーテスト環境を完備
· ISO 20022 への移行期間開始の12カ月前より利用可能
· ISO 20022 からMTへのインフロー変換テストサービスを提供
· 業界による新たな標準の導入を支援  


	
	
	



2021年12月9日　ブリュッセル
SWIFTは、本日、受信電文のインフロー変換サービス（以下「本サービス」）の提供開始および国際送金におけるISO 20022のユーザーテスト環境の完備を発表しました。受信電文のインフロー変換によって、金融機関がISO 20022の移行時に、相手金融機関がISO 20022に未対応の場合もその利点であるリッチ情報を利用することができるようになります。テスト環境が利用できるようになったことで、各ユーザーは2022年11月に予定されているISO 20022の本格運用開始1年前にその対応を準備できるようになりました。 

本サービスは、ISO 20022対応の電文処理が未整備の銀行向けに、ISO 20022電文を既存のMT形式に変換します。電文には、オリジナルのISO 20022電文とMTへの変換結果の両方が含まれており、完全な形でデータが送信されるようになっています。これにより、SWIFTネットワーク上のすべての金融機関が、2022年11月から2025年11月にかけての移行期間中、従来通りの処理を継続できるようになります。

SWIFTは、テスト環境で受信電文の変換サービスを利用可能にし、銀行がISO 20022に慣れ、新しいフォーマットの運用に関する経験値を高められるよう支援します。 アーリーアダプターである初期の希望ユーザーは2022年8月からサービスの利用を開始できます。2022年11月には、移行期間が開始し、ユーロ圏における大口決済のISO 20022の運用開始に合わせて、すべての銀行が自動的にサービスに登録されることになります。 

SWIFT Platformのビジネスリードであるステファン・リンゼイ（Stephen Lindsay） は次のように述べています。「インスタントで摩擦のない国際送金を実現するというSWIFTの戦略の背景には、誰も取り残されることなく、金融機関とその顧客がそれぞれに適した方法で移行できることを保証するという行動原理があります。このコミットメントは、受信電文のインフロー変換の開始とISO 20022のユーザーテスト環境の完成により、コミュニティが新しい標準に備えるための十分な時間を確保することで実現されます。ISO 20022への移行は、銀行にとって重要なビジネスメリットを享受する戦略的に重要な要素です。受信電文の変換は、異なる電文タイプ間の相互運用性をサポートすることで、移行を可能な限り円滑にするために不可欠なものです。」

従来に比べ情報量が多く、構造化されたリッチ情報を送金指図に利用できるようになることによって、ISO 20022は、エンドユーザーエクスペリエンスを大きく改善し、金融業界の未来を築くための重要な構成要素を形成します。 

SWIFTは、11,000を超えるユーザーと200カ国・地域の40億の口座を有する世界規模のネットワークを活用し、当初からISO 20022を採用しない銀行も含めて、コミュニティ全体が確実に移行の準備を整えられるよう対応しています。受信電文の変換を含むテスト環境が利用できることで、銀行は来るISO 20022の必須化開始に対し1年間の準備期間を設けることができます。

####


国際銀行間通信協会（SWIFT）について
SWIFTはメンバーによって保有されたグローバルな協同組合であり、安全な金融メッセージングサービスを提供するリーディングプロバイダーです。SWIFTは金融コミュニティに対し、通信に必要なメッセージングおよびその標準化を支えるプラットフォームのほか、決済ネットワークへのアクセスやシステムの統合・連携、認証、分析、規制コンプライアンス等にかかる製品およびサービスを提供しています。
SWIFTは200を超える国と地域における11,000以上の銀行、証券会社、市場インフラ、事業法人等をつなぐ通信プラットフォーム、および各種製品・サービスを提供しています。SWIFT自体は資金を保有せず、顧客の口座を管理しないものの、グローバル・コミュニティのユーザーに対し、金融メッセージを確実に交換する方法を提供することで安全なコミュニケーションを可能にします。これにより、国内外の金融取引に加え、世界中の貿易と商取引を支えています。
SWIFTは信頼できるプロバイダーとして卓越した運用を絶えず追求し、コミュニティによるサイバー攻撃への対処をサポートします。またコストを軽減し、リスクを削減し、業務の非効率をなくす方法を常に模索しています。当社の製品およびサービスは、コミュニティ内のアクセスと統合、ビジネス・インテリジェンス、参照データと金融犯罪コンプライアンスのニーズをサポートします。またSWIFTは国際・地域・国内レベルで金融コミュニティを取りまとめ、市場慣行の形成やスタンダードの定義、共通の関心分野に関する議論を推進しています。
SWIFTはベルギーに本社を置き、国際的なガバナンスと監督を通じて、組合体制の中立的かつグローバルな特性を発揮します。また、グローバルなネットワークを通じて、すべての主要な金融センターで積極的に活動を展開しています。


報道関係者からのお問い合わせ先
ウェーバーシャンドウィック　SWIFT担当　トウ、原田
03-5427-7411 / 03-5427-7383
swiftjapan@webershandwick.com
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